
　過去の検討を踏まえ、更に、新型コロナウイルス感染拡大により大きな影響を受けた地域経済に対応するために、「新型コロ
ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を財源とする、リビングシフトやテレワークの支援など、歴史的建造物を活用し
た「新しい生活様式」のモデルの検討を通じて、地域の暮らしを守り、強靭かつ自律的なまちづくりの推進を目指します。

川越市
歴史的建造物再生・利活用マネジメントサイクルの構築
 １．令和2年度 新型コロナウイルス感染症対応臨時交付金による「新しい生活様式」への対応

「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した新たな
日常に対応するための政策資料集」より（内閣府地方創生推進室）

⑴マッチングイベントの
開催

・物件・事業者候補の
検討

・マッチングイベント開催
及びヒアリング

・金融機関、ファンド、
建築関係者等の専
門家による物件の事
業性の検証

・周知のための広報

景観重要建造物等保存活用促進支援業務委託
(歴史的建造物等を活用した地域経済・住民生活の支援構築） 

⑵川越の歴史的建造物を活用した
新しい生活様式の実証実験

・テレワーク用のサテライトオフィスの
整備等、歴史的建造物の活用に
よる実証実験

事務事業名
委託名

目的効果 所有者、民間事業者及び行政等の緊密な連携のもと、未活用の歴史的建造物の保存・活用を進めるため、
民間主導による所有者と意欲ある民間事業者・金融機関の連携を促し、それを行政が適切に支援する体
制の構築を行う。推進にあたってはマッチングイベントの実施や、歴史的建造物を活用したリビングシフト等
の実証実験、整備中の文化創造インキュベーション施設や景観重要建造物等に対する入居・活用希望者
の需要の調査によりアフターコロナにおける「新しい生活様式」への対応等、需要の変化をとらえ、地域の資
源を活かした感染症や経済危機に強い、強靭かつ自律的なまちづくりを推進する。

歴史的建造物再生・利活用マネジメントサイクルの構築
景観重要建造物等保存活用促進支援業務委託

⑶文化創造インキュベーション施設
の需要調査

・文化創造インキュベーション施設
（旧川越織物市場活用推進）
や歴史的建造物の需要調査



伝統的建造物群保存地区に
おけるまちづくり

川越市歴史的風致維持向上計画

歴史的地区環境整備街路事業景観法による取組み

許可制度の活用や自主ルール「町づく
り規範」を尊重し保存整備事業を実施

修理：特定されている伝統的建造物の外観を
   維持するための現状維持又は復原修理

景観：歴史的風致との調和、景観に寄与する
   新築、改修等

景観重要建造物の改修に対する補助
制度による保存活用、新築修景事業
に対する補助制度による町並み保全

景観重要建造物：伝建地区外における伝統的
     な様式の建築物などを対象に指定

歴史的な町並みや道すじの保全などを街路整備
によって行おうとするもので、地域の魅力の向
上や活性化を図り、居住環境を高める

蔵造りの町並みと中央通り線（電線地中化）

川越まつり（ユネスコ登録） 旧川越織物市場保存整備

   川越市には、歴史と伝統により培われた人々の活動が根付いており、その証ともいえる蔵造りをはじめとする歴史的建造物が
多く残ります。歴史的建造物の保存し、周辺エリアにおいても歴史的景観の形成が図られたことで、魅力あふれる快適な都市
の実現に寄与しました。

整備後整備前
事業前 事業後

川越市
歴史的建造物再生・利活用マネジメントサイクルの構築
 ２．川越市における歴史的建造物等の保存に係るこれまでの取組

事業前 事業後

事業前 事業後

川越市の歴史的建造物の位置づけ（建築基準法適用除外、法令による現状変更関係）

5件

9件

51件 135件

85件

12件

件数は令和2年3月現在
重複指定を含む

総数　約300件



 ■　公共施設として取得・寄付だけではない、歴史的建造物の保存・活用の可能性を検討します。
 ■　所有者と活用主体の橋渡しとなる機能、仕組み（マッチング）を構築し、民間による保存・活用を促進します。
 ■　市民・地元企業・地域金融機関、公的機関等による民間主導の資金調達方法を検討します。
 ■　歴史的建造物の構造上、防火上の性能等を充足する独自の制度を導入し、民間が参入しやすい環境を整備します。
 

 
 川越市では、これまで、公共施設として取得や寄附を受け、保存・再生を図ってきたが、財政負担や営利活動へのノウハウ
の欠如等の観点から限界がある。また、行政が取得する場合は、財産区分の取り扱いと文化財保護の観点から行政財産と
しての公開施設対応が多く、積極的な再生・利活用が困難となっている。　
　さらに、個人の町家は対象になりにくく、取り壊しによる景観の連続性が失われている事態が生じている。

 川越市内の歴史的建造物は、所有者の高齢化や後継者不足、維持管理に係る費用負担や相続などの問題による保存
の断念のほか、歴史的建造物の再生・利活用に対する情報の不足、建物の安全性への不安感等を要因とする建替えが生じ
ている。

酒造跡地　＊運営＝指定管理
（市産業観光館・公設民営）

元老舗菓子屋別邸
（市公開施設・公設公営）

元呉服屋
（市観光案内所・公設公営）

元織物取引場　＊整備中
（市創業支援施設・公設公営）

　民間所有の歴史的建造物は、これまで、補助金交付や公共施設として取得・寄付を受け保存・活用を図ってきました。しか
しながら、所有者や行政の資金面、技術面での負担等の観点から、同様のケースを継続していくには限界があります。

川越市

将来も持続可能な『歴史的建造物再生・利活用マネジメントサイクルの構築』が必要です

所有者の限界

行政の限界

今後は・・・

歴史的建造物再生・利活用マネジメントサイクルの構築
 ３．歴史的建造物の保存・活用に係る課題認識



　歴史的建造物再生・利活用マネジメントサイクルの構築では、川越の歴史的建造物を保存・活用を今後も図っていくため、
所有者、民間事業者及び行政等の緊密な連携のもと、未活用、低利用の歴史的建造物の健全な保全を図ったうえで流通
の促進及び利活用を進め、さらに包括的な施設の管理・運営を行い、事業の経済活動の中から資金を確保する仕組みの
構築に向けた調査・研究を実施しています。

関連計画
「川越市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
「川越市歴史的風致維持向上計画」

川越市

 

【平成25年度】
【平成26年度】
【平成27年度】

【平成28年度】

【平成29年度】

【平成30年度】
【令和元年度】

 官民連携歴史的建造物等の調査実施（84市町）
「川越市歴史的風致維持向上計画」の調査事業として位置付け
「川越市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に「プロジェクト６　蔵人ファンド」

の具体的施策に位置付け。事例調査、勉強会等
「歴史的建造物流通促進システム構築調査」で課題の分析や先行事例の

情報収集により事業手法を整理
「歴史的建造物流通促進システム構築検討」でカルテ作成方針検討、所有

者アンケート、既存団体との連携方策検討
  カルテ作成。ファンド組成金融機関説明会。先進都市視察
「歴史的建造物所有者と活用希望者等のマッチング方式の構築」を実施し

マッチングイベントを開催
 埼玉縣信用金庫と民都機構による「さいしんまちづくりファンド」設立
（歴まち計画重点地区の歴史的建造物対象）

マネジメントサイクル概念図

プロジェクト６ 蔵人ファンド

１　複数の歴史的建造物を包括的に取り扱うマネジメントサイクルを構築し、「診断・修復・保存」→「活用」→「投資回
収」→「新規投資」の一連の流れが循環することで、施設単体では、採算性の観点から難しい事業も再生の可能性が高
まり、エリア全体における町並みの保存や中心市街地の活性化への寄与が期待できる。

２　官民連携により、保存・活用に係る財政的負担の軽減が期待できる。また、同様の課題を抱えるエリアでの適用も期
待できる。

３　歴史的町並みの景観が保たれるだけでなく、維持管理の適正化により自然災害や人的災害から守ることが可能となる。
４　可能な限り所有者や行政の直接的な資金負担を生じさせない手法を検証することで、大規模な未活用建造物の利活
用への適用も期待できる。

期待される効果

検討の経緯

歴史的建造物再生・利活用マネジメントサイクルの構築
 ４．期待される効果と検討の経緯（コロナ対応前）



 
 

 
 

①中間組織・SPCの役割及び利活用にかか
る市の政策としての支援の可能性の検討

②所有者の利活用に係る理解促進と物件
の掘り起し（＝マッチング方式の検討）

③物件情報のカルテ化
④資金調達手法の検討

が今後の展望として示された。

　H28年度の調査にて民間活力を活かし歴史的建造物を包括的に保存・活用する中間組織と資金調達手法の具体化等が
示されました。R元年度は①歴史的建造物所有者と活用希望者等のマッチング方式②民間ファンド組成や金融機関等によ
る資金調達方法③歴史的建造物を管理する中間組織（ＳＰＣ）の組成方法等を研究し、民間ファンドも組成されました。

マッチングイベント等や意見交換を通じて、
・建物所有者（景観重要建造物等）
・民間事業者（市内、市外）
・金融機関（県内・全国・公的機関等）
・市内関係主体（商工会議所、観光協会等）
の意向調査を行った結果、民間事業者や金
融機関等は川越の歴史的建造物の活用を高
く評価しており、マネジメントサイクルへの期待
が高いことが分かった。

R1年マッチングイベントの様子　歴まち計画重点地区の歴史的建造物対象

川越市

「歴史的建造物流通促進システム構築調査」
(H28年度)

「歴史的建造物所有者と活用希望者等の
マッチング方式の構築」(R元年度)

「さいしんまちづくりファンド」組成（R2年2月）
さいしんまちづくりファンド組成セレモニー
（R2年2月）出典：民都機構HPより

歴史的建造物再生・利活用マネジメントサイクルの構築
 ５．令和元年度までの調査・研究の具体的内容

想定される事業スキームのイメージ


